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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、α/β加水分解酵素スーパーファミリーに属するN-mycダウンレギュレーション遺伝子ファミリーのメンバーです。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、初代培養アストロサイトにおける細胞周期の進行と生存に必要な細胞質タンパク質であり、血管平滑筋細胞における分裂促進シグナル伝達の調節に関与している可能性があります。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物が生成されます。[RefSeq提供、2011年6月],機能：出生後早期の神経細胞の発達と機能に関与している可能性があります。,類似性：NDRGファミリーに属します。,組織特異性：脳と心臓でのみ発現します。アイソフォーム1とアイソフォーム2は脳でのみ発現します。アイソフォーム3は心臓と脳の両方で発現します。,
	研究分野
	神経科学; 神経プロセス; 神経シグナル伝達
	画像データ
	

	NDRG4抗体を用いたパラフィン包埋ヒト心臓組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	HT-29細胞およびHepG2細胞のライセートをNDRG4抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	NDRG4 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。

